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重点整備地区・生活関連施設・生活関連経路の設定案 

 重点整備地区設定の背景 

バリアフリーマスタープランでは、重点整備地区の設定について、立地適正化計画と

の整合を図り、都心、重要地域拠点に位置づけられている地区については、評価要件（①

旅客施設の乗降客数、②生活関連施設の立地数、③人口）に基づく優先度等を踏まえた

上で、重点整備地区を選定することとしています。 

これまで、モデル地区として令和 3年度に JR/京成稲毛地区、令和 5年度に千葉都心地

区の重点整備地区の指定を行い、地区別バリアフリー基本構想を策定しました。 

今回、JR 蘇我地区、JR 鎌取地区、JR/モノレール都賀地区を対象に、地区特性を考慮

して重点整備地区を設定し、地区別バリアフリー基本構想を策定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 重点整備地区設定の考え方フロー 

促進地区（22 地区設定） 

千葉市立地適正化計画 
における位置づけ 

都心 
重要地域拠点 

地域拠点 
連携地域拠点 
位置づけのない地区 

その他の地区 

[１５地区] 
【地域拠点】:１０地区 
【連携地域拠点】:４地区 
市立青葉病院周辺地区  

:１地区 

優先的に検討すべき地区 

重点整備地区候補 [７地区]         

【都心】：千葉都心地区、JR海浜幕張地区、JR蘇我地区 

【重要地域拠点】：JR/京成幕張地区、JR/京成稲毛地区、 
JR鎌取地区、JR/モノレール都賀地区 

資料１ 

重点整備地区の設定 

令和３年度   

JR/京成稲毛［モデル地区］ 

 

令和５年度   

千葉都心地区［モデル地区］ 

 

令和６年度～  

JR 蘇我地区、JR 鎌取地区、

JR/モノレール都賀地区 

 

《評価要件》 

①旅客施設の乗降客数、②生活関連施設の立地数、③人口 

                          単位：順位 

候補地区 

(※策定済み) 

旅客施設の 

乗降客数＊1 

生活関連施設 

の立地数 
人口＊2 

JR/京成幕張地区 7 7 3 
JR/京成稲毛地区(※) 3 4 1 
千葉都心地区(※) 1 1 6 
JR 蘇我地区 4 3 4 
JR 鎌取地区 6 6 5 
JR/モノレール 
都賀地区 

5 5 2 

JR 海浜幕張地区 2 2 7 

*1:地区内の旅客施設合計、*2：中心駅半径 500m 圏域 

地区特性を踏まえて重点整備地区の設定パターンを選定 
（特定事業の位置づけ可能性がある主要施設を抽出） 

パターンＡ 
促進地区一致型 

 

 

 

 

 

 

…α 

必要に応じて 

新たなパターンを 

追加 

パターンＣ 

主要施設群抽出型 
（駅周辺＋施設群） 

パターンＢ 
主要施設抽出型 

（駅周辺） 

 

 

 

重点整備地区

促進地区

都市機能誘導区域

鉄道駅

生活関連施設

鉄道駅1km圏

凡例
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 JR 蘇我地区・JR 鎌取地区・JR/モノレール都賀地区の地区特性 

 JR 蘇我地区 

JR 蘇我地区は、鉄道駅を中心に半径 500m 程度の範囲内に主に公共施設、ホテル、病

院が立地し、半径 1km 圏の海側には、スポーツ施設や大規模店舗が立地しています。駅

周辺の主な土地利用は、商業・事務所系となっており、駅を中心に立地適正化計画によ

る都市機能誘導区域が設定されています。 

バリアフリーマスタープランでは、促進地区内に生活関連施設が 19 施設位置づけら

れており、そのうち臨海部には、7 施設が立地しています。 

臨海部の施設の中に

は、鉄道駅から半径 1㎞

圏外に位置するものも

ありますが、スポーツ

施設や大規模店舗等、

市内他地区や市外から

の利用が想定されま

す。また、臨海部の各施

設は、循環バスでのア

クセス性が確保されて

います。 

 

 

 

 

  

種別 番号 施設名称  種別 番号 施設名称 

旅客施設 
 

JR蘇我駅 

 文化・教

養・教育

施設 
 フクダ電子アリーナ 

公共施設 

 

千葉南公共職業安定所  

大規模店舗 

 ＧＬＯＢＯ（グローボ） 

 

千葉今井郵便局 
 

 
ケーズデンキ ハーバーシテ

ィ蘇我本店 

 

蘇我駅前連絡所 ※   アリオ蘇我 

 

千葉宮崎郵便局   ホームズ蘇我店 

集会施設 
 

宮崎公民館   フェスティバルウォーク蘇我 

 

蘇我コミュニティセンター ※  
宿泊施設  アーバンホテル三幸 

福祉施設 
 

蘇我いきいきセンター  
 ドーミーイン千葉 Ｃｉｔｙ Ｓｏｇａ 

保健施設 

・病院 
 

千葉メディカルセンター  都市公園  千葉市蘇我スポーツ公園 

 

三愛記念そが病院  ※は同一建築物内 
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 JR 鎌取地区 

JR 鎌取地区は、駅の南口側に公共施設、集会施設、福祉施設、大規模店舗が集積して

います。駅周辺の主な土地利用は商業・業務系、中高層住宅が多く、駅南側に都市機能

誘導区域が設定されています。 

バリアフリーマスタープランで位置付けられている生活関連施設数は、促進地区内に

11 施設であり、比較的少ないです。そのうち、駅の東側半径 1 ㎞圏内には、広域からの

利用が想定される下総精神医療センターが、南側半径 1 ㎞圏内には、有吉貝塚公園が立

地しています。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

種別 番号 施設名称 

旅客施設 
 

JR鎌取駅 

公共施設 
 

緑区役所 ※１ 

 

千葉緑郵便局 

 

緑市税出張所 ※１ 

集会施設 
 

鎌取コミュニティセンター 

福祉施設 
 

千葉市あんしんケアセンター鎌取 ※２ 

保健施設 

・病院 
 

国立病院機構下総精神医療センター 

 

緑保健福祉センター 

文化・教養 

・教育施設  

県立千葉聾学校 

大規模店舗 
 

イオンスタイル鎌取 ※２ 

都市公園 
 

有吉貝塚公園 

※は同一建築物内 
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 JR/モノレール都賀地区 

JR/モノレール都賀地区は、駅から半径 1 ㎞圏内に若葉区役所や若葉保健福祉センタ

ー等の公共施設が集積しています。駅周辺の主な土地利用は住宅であり、駅の南東側を

中心に都市機能誘導区域が設定されています。 

バリアフリーマスタープランで位置付けられている生活関連施設数は、促進地区内に

15 施設であり、比較的少ないです。 

促進地区は駅から半径 500m 圏内を中心に、コンパクトに設定されています。また、

半径 1 ㎞圏には、若葉区役所等の公共施設、都賀いきいきセンター等の福祉施設、都賀

コニュニティセンター等、日常的な利用が想定される施設が立地しています。 

 

種別 番号 施設名称  種別 番号 施設名称 

旅客施設 
 JR都賀駅 

 
福祉施設  

千葉市あんしんケアセンター

桜木 

 モノレール都賀駅 
 保健施

設・病院  若葉保健福祉センター 

公共施設 

 若葉区役所 ※１ 

 文化・教

養・教育

施設 
 若葉図書館西都賀分館 

 千葉西都賀郵便局  

大規模店舗 

 ROOM DECO 都賀本店 

 都賀駅前郵便局   マルエツ新都賀店 

 東部市税事務所 ※１   西友都賀店 

集会施設  都賀コミュニティセンター ※２   コナミスポーツクラブ都賀 

福祉施設  都賀いきいきセンター ※２    ※は同一建築物内 
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 重点整備地区設定の考え方 
重点整備地区の設定パターンを表 1 に示します。 

パターン A は、促進地区全域を重点整備地区とするもので、小規模な地区、又は重点整

備地区の範囲を狭める必要のない地区に適しています。パターン B は、都市機能誘導区域

に、鉄軌道駅半径 1 ㎞圏内の生活関連施設を含む範囲を加えたもので、生活関連施設数の

立地状況に応じて、促進地区よりも小範囲の抽出が必要な場合に適しています。パターン

C は、パターンＢの範囲に、鉄軌道駅半径 1 ㎞圏外の施設集積エリアを加えたもので、鉄

道駅 1km 圏外に主要施設が集積している場合に適しています。なお、地区特性を考慮した

結果、いずれのパターンにも適さない場合には、パターンαとして、地区独自の新たなパ

ターンを設定します。 

表 1 地区設定パターンの考え方 

 

パターンＡ パターンＢ パターンＣ 

パ
タ
ー
ンα

 

促進地区一致型 
主要施設抽出型 

(駅周辺) 
主要施設群抽出型 
(駅周辺＋施設群) 

独
自
型 

設
定
の
考
え
方 

重点整備 
地区 

促進地区全域 

都市機能誘導区域 
＋鉄軌道駅半径 1km 圏
内の生活関連施設を 

含む範囲 

Ｂの範囲＋鉄軌道駅半
径 1km 圏外の施設集積

エリア 

必
要
に
応
じ
て
新
た
な
パ
タ
ー
ン
を
追
加 

生
活
関
連
施
設 

起
点
鉄 

軌
道
駅 

乗降客数 2,000人以上 

抽
出 

範
囲 

・促進地区全域 
・都市機能誘導区域 
・鉄軌道駅半径 1km圏内 

・都市機能誘導区域 
・鉄軌道駅半径 1km圏内 
＋圏外の施設集積エリア 

生活関連 
経路 

重点整備地区内で、生活関連施設間を結ぶ経路 

イメージ 

   

メリット 

・小規模な地区かつ促
進地区≒都市機能誘
導区域で妥当な範囲 

・新たな範囲設定が不
要 

①鉄軌道駅半径 1km圏
域付近の主要な施設
も事業の位置づけが
可能 

②生活関連施設の配置
状況に応じた面的、一
体的なバリアフリー
整備の現実的な範囲 

①左記 
②左記 
③鉄軌道駅半径1km圏外
の主要施設も漏れな
く事業の位置づけ可
能 

デメリット 

・大規模な地区では、
地区範囲が広く重点
的な整備が困難とな
る恐れあり 

①都市機能誘導区域の範囲によっては、地区範
囲が広くなり重点的な整備が困難となる恐れ
あり 

②重点整備地区の区域設定について、その考え
を新たに整理する必要あり 

  
重点整備地区促進地区 都市機能誘導区域 鉄道駅生活関連施設 鉄道駅1km圏イメージ凡例
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過年度の JR/京成稲毛地区、千葉都心地区の重点整備地区設定パターンを表 2 に示しま

す。共に鉄軌道駅を中心として主要な施設を包括的に抽出するパターン B「主要施設抽出

型」を採用しました。 

 

表 2 （参考）JR/京成稲毛地区、千葉都心地区の重点整備地区の設定パターン 

 JR/京成稲毛地区 千葉都心地区 

立地適正化計画に 

おける位置づけ 
重要地域拠点 都心 

重点整備地区の 

設定パターン 

パターンＢ 

主要施設抽出型（駅周辺） 

パターンＢ´ 

主要施設抽出型（駅周辺） 

重点整備地区の 

設定条件 

・バリアフリーマスタープランにおける生活関連施設のうち、３施設

以上含むように地区を設定する 

・概ね都市機能誘導区域を含むように設定する 

・地区境界は町界、道路、河川など明確な境界線で区切る 

― 

促進地区内の鉄軌道駅を中心とする

半径 500m圏内において、生活関連施

設数が 20 施設以上となる３駅（① 

JR千葉駅、② JR千葉みなと駅、③ 

京成千葉中央駅）を包括する範囲と

する 

重点整備地区の 

設定イメージ 
 

 

 

 

 

JR/京成稲毛地区では、マスタープランで定められた全ての生活関連施設を包括する範囲

を重点整備地区としました。促進地区が比較的小規模であるため、パターン A とすること

も考えられましたが、JR 稲毛駅とモノレール穴川駅の双方半径 1km 圏内の区域は、面的・

一体的なバリアフリー化を図る必要性が駅に近いエリアより低いことから、必要最小限の

区域どりとしました。また、JR 稲毛駅から京成稲毛駅間においても同様に、必要最小限の

区域どりとし、パターン B を採用しました。 

千葉都心地区では、促進地区の指定面積、生活関連施設数が大規模であるため、促進地

区全体を対象とするパターン A では重点的な整備を図ることが難しいこと、促進地区内の

鉄軌道駅が多いことから、より重点的な整備を図るため、半径 500m 圏内に生活関連施設

が 20 施設以上ある 3 駅（JR 千葉駅、JR 千葉みなと駅、京成千葉中央駅）を中心とする範

囲とし、パターン B を採用しました。 

 

重点整備地区

促進地区

都市機能誘導区域

鉄道駅

生活関連施設

鉄道駅1km圏

凡例

重点整備地区

促進地区

都市機能誘導区域

鉄道駅

生活関連施設

鉄道駅1km圏

凡例

重点整備地区

促進地区

都市機能誘導区域

鉄道駅

生活関連施設

鉄道駅1km圏

凡例

重点整備地区

促進地区

都市機能誘導区域

鉄道駅

生活関連施設

鉄道駅1km圏

凡例

500 
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 重点整備地区・生活関連施設・生活関連経路の設定条件と結論 

JR 蘇我地区、JR 鎌取地区、JR/モノレール都賀地区においては、以下の条件を踏まえて

検討を行いました。 

表 3 重点整備地区・生活関連施設・生活関連経路の設定条件 

重点整備地区 

・バリアフリーマスタープランにおける生活関連施設のうち、３施設以上含

むように地区を設定する 

・概ね都市機能誘導区域を含むように設定する 

・地区境界は町界、道路、河川など明確な境界線で区切る 

生活関連施設 
・旅客施設を中心に促進地区で位置づけられている生活関連施設を対象とする 

・重点整備地区内に公立小中学校が立地する場合、生活関連施設に追加する 

生活関連経路 
・地区の幹線的な道路であり、歩行者ネットワークの根幹となる経路 

・生活関連施設間を結ぶネットワークを構成する経路 

 

検討の結果、JR 蘇我地区および JR/モノレール都賀地区はパターンＡ、JR 鎌取地区は

パターンαが適切であると考えました。 

次頁以降に、各設定パターンに至った評価理由、重点整備地区の設定案を示します。 
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 重点整備地区の設定案 

 JR 蘇我地区 

＜パターンＡ＞促進地区一致型 

  

表 4 重点整備地区・生活関連施設・生活関連経路の設定の考え方及び評価 

JR蘇我地区には、促進地区外となりますが、鉄道駅から 500m圏内に宮崎小学校、蘇我小学校が

位置しています。このような立地状況を考慮し、今回は参考資料２で整理しているとおり、促進地

区を越えて重点整備地区を設定することとします。あわせて、２つの小学校を生活関連施設に位置

付け、生活関連経路も追加します。 

 また、マスタープラン策定後に立地し、条件を満たした施設を生活関連施設に追加します。
種別 番号 施設名称 

旅客施設 
 

JR蘇我駅 

公共施設 

 

千葉南公共職業安定所 

 

千葉今井郵便局 

 

蘇我駅前連絡所 ※ 

 

千葉宮崎郵便局 

集会施設  

宮崎公民館 

 

蘇我コミュニティセンター ※ 

福祉施設 
 

蘇我いきいきセンター 

保健施設 

・病院 
 

千葉メディカルセンター 

 

三愛記念そがクリニック 

文化・教養・

教育施設 

 

フクダ電子アリーナ 

 蘇我小学校 

 宮崎小学校 

種別 番号 施設名称 

大規模店舗 
 

ＧＬＯＢＯ（グローボ） 

 

ケーズデンキ ハーバーシティ蘇

我本店 

 

アリオ蘇我 

 

ホームズ蘇我店 

 

フェスティバルウォーク蘇我 

 ベイフロント蘇我 

宿泊施設  

アーバンホテル三幸 

 

ドーミーイン千葉 Ｃｉｔｙ Ｓｏｇａ 

 ホテルリブマックス千葉蘇我駅前 

 ホテルマイステイズ蘇我 

都市公園 
 

千葉市蘇我スポーツ公園 

地区設定 

パターン 

パターンＡ 

促進地区一致型 

パターンＢ 

主要施設抽出型（駅周辺） 

パターンＣ 

主要施設群抽出型 

(駅周辺＋施設群) 

設

定

の

考

え

方 

重点整備

地区 
促進地区全域 

都市機能誘導区域 
＋鉄軌道駅半径 1km圏内の 
生活関連施設を含む範囲 

Ｂの範囲＋鉄軌道駅半径 1km

圏外の施設集積エリア 

生活関連

施設 

(ア) マスタープランで指定

した生活関連施設 

(イ) 重点整備地区内に立地

する公立小中学校 

(ウ) 再開発事業等、特に連

携してバリアフリーの

まちづくりの充実が図

られる施設 

(ア) 概ね半径 1km 圏内に立

地するマスタープラン

で指定した生活関連施

設 

(イ) 左同 

(ア) 左同 

(ア) 概ね半径 1km 圏内に立

地するマスタープラン

で指定した生活関連施

設＋半径 1km 圏外に立

地するマスタープラン

で指定した生活関連施

設群 

(イ) 左同 

(ア) 左同 

生活関連

経路 
生活関連施設を結ぶ経路 左同 左同 

評

価 
JR 蘇我地区 

鉄道駅から 1km以上離れた臨

海部にも、広域からの利用が

見込まれる大規模店舗やス

ポーツ施設が立地している。

それらの施設は鉄道駅から

循環バスによるアクセス性

が確保されており、不特定多

数の利用が見込まれる。した

がって、促進地区の全範囲を

含めることが効果的である。 

鉄道駅から半径 1㎞圏外の臨

海部の施設は、駅や他の生活

関連施設から循環バスによ

るアクセス性が確保されて

いるため、重点整備地区を半

径 1㎞圏内に限定する必要性

は低い。 

鉄道駅から半径 1㎞圏外に、

生活関連施設群と呼べるも

のが存在しないため、該当し

ない。 

○ △ △ 

蘇我小学校 

宮崎小学校 

 

※は同一建築物内 

 
三愛記念そが病院は「三愛記念そがクリニック」に名称が変更されました。また、病床数
の減少により、マスタープランで示す生活関連施設の設定条件に該当しなくなりましたが、
多数の利用者が想定されることから、引き続き生活関連施設に位置づけることとします。 

 

生活関連施設に
追加します。 

 

生活関連施設に
追加します。 
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 JR 鎌取地区 

＜パターンα＞独自型 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
表 5 重点整備地区・生活関連施設・生活関連経路の設定の考え方及び評価 

  

種別 番号 施設名称 

旅客施設 
 

JR鎌取駅 

公共施設 
 

緑区役所 ※１ 

 

千葉緑郵便局 

 

緑市税出張所 ※１ 

集会施設 
 

鎌取コミュニティセンター ※２ 

福祉施設 
 

千葉市あんしんケアセンター鎌取 ※３ 

保健施設 

・病院 
 

国立病院機構下総精神医療センター 

 

緑保健福祉センター 

文化・教

養・教育

施設 

 

県立千葉聾学校 

 緑図書館 ※２ 

大規模店舗 
 

イオンスタイル鎌取 ※３ 

都市公園 
 

有吉貝塚公園 

地区設定 

パターン 

パターンＡ 

促進地区一致型 

パターンＢ 

主要施設抽出型（駅周辺） 

パターンＣ 

主要施設群抽出型 

(駅周辺＋施設群) 

パターンα 

独自型 

設

定

の

考

え

方 

重点整備

地区 
促進地区全域 

都市機能誘導区域 
＋鉄軌道駅半径 1km 圏内の 
生活関連施設を含む範囲 

Ｂの範囲＋鉄軌道駅半径 1km

圏外の施設集積エリア 

都市機能誘導区域 
＋鉄軌道駅半径 1km圏内の 

生活関連施設を含む範囲 

生活関連

施設 

(ア) マスタープランで指定し

た生活関連施設 

(イ) 重点整備地区内に立地す

る公立小中学校 

(ウ) 再開発事業等、特に連携

してバリアフリーのまち

づくりの充実が図られる

施設 

(ウ) 概ね半径 1km 圏内に立地

するマスタープランで指

定した生活関連施設 

(エ) 左同 

(ア) 左同 

(ウ) 概ね半径 1km 圏内に立地

するマスタープランで指

定した生活関連施設＋半

径 1km 圏外に立地するマ

スタープランで指定した

生活関連施設群 

(エ) 左同 

(ア) 左同 

(ア) 概ね半径 1km 圏内に立地

するマスタープランで指

定した生活関連施設 

(イ) 左同 

(ウ) 左同 

生活関連

経路 
生活関連施設を結ぶ経路 左同 左同 

生活関連施設を結ぶ経路のう

ち、道路整備が困難な経路を

除外 

評

価 
JR 鎌取地区 

生活関連施設間を結ぶネットワーク経路のうち、整備が困難な道

路があり、一体的な範囲とすることができない。 

鉄道駅から半径 1㎞圏外に、生

活関連施設群と呼べるものが

存在しないため、該当しない。 

国立病院機構下総精神医療セ

ンターへの経路は幅員が狭く、

歩道がない。また坂道が多いた

め、徒歩利用が見込まれない上

に、土地の都合上、整備の余地

がない。 

△ △ △ ○ 

※は同一建築物内 

バリアフリーマスタープランでは、鎌取コミュニティセンター

と同一建物内にある緑図書館が生活関連施設に位置付

けられていませんでしたが、他地区と同様に、文化・教養・

教育施設として位置付けることとします。 
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 JR/モノレール都賀地区 

＜パターンＡ＞促進地区一致型 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
表 6 重点整備地区・生活関連施設・生活関連経路の設定の考え方及び評価 

種別 番号 施設名称 
 

種別 
番

号 
施設名称 

旅客施設 
 JR都賀駅 

 

福祉施設  千葉市あんしんケアセンター桜木 

 モノレール都賀駅 
 保健施設・

病院  若葉保健福祉センター 

公共施設 

 若葉区役所 ※１ 
 文化・教養・

教育施設  若葉図書館西都賀分館 

 千葉西都賀郵便局  

大規模店舗 

 ROOM DECO 都賀本店 

 都賀駅前郵便局   マルエツ新都賀店 

 東部市税事務所 ※１   西友都賀店 

集会施設  都賀コミュニティセンター ※２   コナミスポーツクラブ都賀 

福祉施設  都賀いきいきセンター ※２    ※は同一建築物内 

地区設定 

パターン 

パターンＡ 

促進地区一致型 

パターンＢ 

主要施設抽出型（駅周辺） 

パターンＣ 

主要施設群抽出型 

(駅周辺＋施設群) 

設

定

の

考

え

方 

重点整備

地区 
促進地区全域 

都市機能誘導区域 
＋鉄軌道駅半径 1km 圏内の 
生活関連施設を含む範囲 

Ｂの範囲＋鉄軌道駅半径 1km圏外の施設

集積エリア 

生活関連

施設 

(ア) マスタープランで指定した生活関

連施設 

(イ) 重点整備地区内に立地する公立小

中学校 

(ウ) 再開発事業等、特に連携してバリア

フリーのまちづくりの充実が図られ

る施設 

(オ) 概ね半径 1km圏内に立地するマスタ

ープランで指定した生活関連施設 

(カ) 左同 

(キ) 左同 

(オ) 概ね半径 1km圏内に立地するマスタ

ープランで指定した生活関連施設

＋半径1km圏外に立地するマスター

プランで指定した生活関連施設群 

(カ) 左同 

(キ) 左同 

生活関連

経路 
生活関連施設を結ぶ経路 左同 左同 

評

価 

JR/モノ

レール 

都賀地区 

促進地区の指定面積、生活関連施設数が

小規模であり、促進地区全域を重点整備

地区に指定することが効果的である。 

促進地区が小規模であるため、さらに範

囲を限定する必要性は低い。 

促進地区が鉄道駅から半径 1 ㎞圏内であ

るため、該当しない。 

○ △ △ 


